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　６月12日、県内で初めてとなる災害ボランティアセンターの設置訓練が横手市で行われました。
訓練には、全県の災害ボランティアコーディネーターのほか、横手市からも福祉関係者や市・市社
協職員等が参加し、実際の災害発生時を想定しながら、センターの設置やボランティアの誘導、マッ
チング作業などを行いました。
　「初動の大切さ」、あの「3.11」から学んだ教訓の一つとして、今後も訓練を継続し、迅速かつ
柔軟に対応できる体制づくりを進めます。



２社協だより

暮らしやすい地域づくりのために
地域と協働 みんなと協働 福祉協力員

　社会福祉協議会では、「みんなが安心して暮らせる地域づくり」を進めるため、各町内に福祉協
力員を設置し、地域の福祉関係者・機関と連携しながら、様々な活動を行っていただいています。

～福祉協力員制度は、市町村合併後の平成18年４月からスタートしました～

地域で行う福祉活動や
行事などを進め、地域
の “福祉力” を高める
活動を進めていただい
ています。

地域福祉の担い手

社協会員募集や共同募金運動への協力な
どにより、社協活動や福祉活動を支えて
くださる協力者です。

社協の心強い協力者

様々な研修や行事への参加を通して得た
福祉情報を地域に提供しています。

福祉に関する情報源

福祉
協力員とは？

　平成23年度で第２期福祉協力員の任期が
終了し、今年４月から３年にわたる第３期
福祉協力員として911名（H24.7.1現在）の
方々が委嘱されました。
　なお、町内・自治会や民生児童委員の皆
様には、福祉協力員の推薦にあたって多大
なご協力をいただき、この紙面をお借りし
て厚く御礼申し上げます。
　また、福祉協力員の皆様には、社協会員の
募集のため、お
忙しい中、また
大変暑い中を７
月から各世帯を
訪問していただ
いております。
心より感謝申し
上げます。

地域の町内・自治会長さんと民生児童委
員さんから推薦をいただいた方を委嘱し
ています。

地域からの推薦

地域の情報把握や経験を積み重ねていた
だくため、やや長めの任期としています。

任期は３年

民生児童委員さんな
どの関係者・機関と
協力し合いながら、
地域の見守り・支援
体制の一員として
活動していただい
ています。

地域の見守りや相談相手

無理のない範囲で活動し
ていただくため、世帯数
に応じて協力員を設置し
ています。また、町内の
班毎に設置している地域
もあります。

40世帯に１人を目安

な
と
ら、
援
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大雄地域 福祉協力員　小 松 光 雄さん（平成23年４月～）
つながりの強い地域に ～震災から学んだこと～

　福祉協力員として、必ず「しなければならない」
活動というものはありません。地域が必要としてい
ること、住民が必要としていることを、同じ地域の
一住民としてその実現に向けて、できることから行
動していただいており、地域によって様々な活動内
容があります。そして、社協や行政等だけでは解決

できない様々な問題の解決に向けて、一緒に活動し
ていただいております。
　福祉協力員活動は、住民の皆様の理解によって、
より充実した活動を、よりスムーズに進めることが
できます。よりよいまちづくりのため、今後ともご
理解とご協力をお願いいたします。

平成23年度の
主な活動の中から

　福祉協力員個々の活動だけではなく、組織としての活動も行っており、
各地域に15の福祉協力員会、その中に39の地区連絡会を設置し、地域の
実情に合わせた福祉活動や研修などを行っています。

　市主催の敬老会にて、会場でのお手伝いや終了後の片
づけなどに協力しました。

敬老会への協力 横　手

　冬場の閉じこもりがちな時期に、外出の機会や住民同
士の交流を図るため、町内単位で交流会を開催しました。

町内交流活動の応援 十文字

　火災報知器が一部未設置のお一人暮らしの高齢者（75
歳以上の方）のお宅を対象に、火災報知機の取り付けな
どの支援を行いました。

火災報知器設置の支援 雄物川

　地域の高齢者と地元保育
園・保育所の園児との交流会
を開催しました。

世代間交流の促世代世代代間交間交流交流のの促進流のの促進促進 平　鹿

　地域で行われる様々な行
事（夏まつり、研修、スポー
ツ交流など）を応援するため、
一部経費を助成しました。

町内行事の応町町内行内行行事の事の応援の応援応援 大　森

　お一人暮らしの高齢者に、災害時や緊急入院などの際
に困らないよう着替えや非常用品などを入れる「ふれあ
い安心ボックス」を配布しました。

非常時への備え 大　雄

　特に積雪が多い地域にお一人
で暮らす高齢者等で、除雪が困
難な世帯を対象に、中学生や民
生児童委員等と一緒に除雪活動
を行いました。

除雪ボランティア活動 山　内

暮らしやすい地域づくりのために

　また、今年に入り、次のような困りごとに対応した
ケースもあります。

　今年４月、暴風被害により囲いが傾いている住宅を福
祉協力員が発見し、住人の方とお話した後、すぐに増田
福祉センターへ状況報告と対応方法の確認のため連絡し
ました。その後、福祉センターと市の担当者が現地を確
認し、関係者と協議した結果、担当地区の福祉協力員２
名と民生委員が材料を持ち寄り、応急措置的に囲いを修
理しました。

暴風被害への対応 増　田

……… ＊ ……… ＊ ……… ＊ ……… ＊ ……… ＊ ……… ＊ ………
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　お一人で暮らされている高齢者の方々に、電話による定期
的な “声の訪問活動”を行っている「声の訪問ボランティア」
の皆さん。
　「心」のケアを目的に、ボランティアの養成研修等を経
て、平成13年２月から活動しており、現在は毎週月～金曜日、
ご利用者21名に対して６名の会員が交代で声の訪問活動を
行っています。
　６月24日（日）、毎年恒例となっているご利用者との交流
会が行われ、芸能披露や漬物の作り方、昔話などで交流を深
めました。ご利用者からは「電話の声もきれいだけど、顔は
もっときれいだな」との感想も聞かれ、年に１回の顔を合わ
せる貴重な機会を存分に楽しんでいました。
　顔は見えなくても、“心” に届く “声の訪問” を今後も続け
ていきます。久しぶりに顔を合わせた交流会。年に１回の大切な時間です。

心に届く声の訪問

声の訪問ボランティア横 手

“新楽期”スタート！

父ちゃんの楽校「入
にゅう がく  しき

楽式・料理講座」
　今年で５年目を迎える「父ちゃんの楽校」の入楽式と
料理講座が６月18日（月）に、さかえ館で行われました。
今回の講座では、環境に “やさしい” 火を使わない料理
をテーマに、キュウリや豆腐を使った創作料理を学びま
した。入楽祝いも兼ねた試食会では、ノンアルコールビー
ルで乾杯し、家庭にも “やさしい”父ちゃんの姿をアピー
ルしました。
　今年からは登録制となるなど内容も一新され、自身の
趣味、生きがいづくりのほか、地域貢献活動も積極的に
行っていくことにしています。
随時、参加者を募集していま
すので、趣味や生きがいをつ
くりたい方、また特技などを
活かして地域貢献したい方は、
ぜひご参加ください。（性別
不問。お問い合わせ、お申し
込みは本部地域福祉課まで）

試行錯誤の創作料理で “入楽” を
お祝いしました。

小さな“友達”いらっしゃい！

ミニデイサービス／世代間交流山 内

　ミニデイサービスに、「清川の里 あたご
キッズ」の子どもたち９名が遊びに来てく
れました。最初は恥ずかしそうにしていた
子どもたちも、おゆうぎやお話をするうち
にすっかりと打ち解け、おじいちゃんやお
ばあちゃんに膝だっこしてもらったり、靴
下をはかせてもらったりと、微笑ましい光

景も見られました。
　ミニデイサービスの
ご利用者も、「めんこい
なぁ」の声と一緒にニッ
コリ笑顔！ 世代を超え
た小さな “友達” ができ
たと喜んでいました。

緊張気味の子どもたちも、ご利用者の
笑顔で徐々に打ち解けてくれました。
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　５月15日から３日間、十文字福祉センターのデイサービスで十
文字中学校２年生５名が職場体験学習を行いました。生徒たちは、
ご利用者の介助や話し相手などの体験を通じ、コミュニケーション
の難しさと大切さを学びました。
　＜体験した生徒からの感想＞
●介護の体験は初めてで、何をどうすればいいのかわかりませんで
したが、職員の方々に指導していただき、お手伝いすることがで
きました。

●今回の体験の中でご利用者に「ありがとう」と声を掛けてもらえ
たことが何よりもうれしかったです。この３日間で仕事の大変さ
と喜びを感じることができ、貴重な体験をすることができました。

●日頃から介護の仕事には興味がありましたが、今回の体験を通じ
てより興味が深まりました。これからも夢に向かってがんばりた
いです。

　これからも、子供たちの夢を応援し、夢を持ってもらえるような
職場づくりに努めたいと思います。

安心して暮らせる地域をつくるために

小ネットワーク会議大 雄

　大雄地域では、地域を17ヵ所に分け、６月から８
月に掛けて「小ネットワーク会議」を行っています。
　会議には、地域の民生委員、福祉協力員等の福祉関
係者や自治会関係者、そして市の担当者や駐在所等が
参加しており、これまでの会議では、空き家に対する
不安や除雪支援を行う方の高齢化といった問題や、高
齢者への心の支援、徘徊している方への地域の見守り
協力など、地域に必要な活動についての検討が行われ
ました。
　毎年開催している会議ですが、地域の状況は刻々と
変化しているため、毎回新しい情報や問題が出されて
おり、その都度の状況に則した対応が求められていま
す。
　“安心して暮らせる地域づくり”の第一歩となる活動
として、地域と一緒に進めていきます。みんなが一体となって暮らしやすい地域づくりを考え、活動しています。

丹精込めて育てた芝桜と佐々木さん。

咲き誇る ボランティアの「花」

花植えボランティア 佐々木 悦 子さん大 森

　県道164号線を雄物川から大森方面に向かう途中に、春になる
と鮮やかな芝桜が広がっている場所があります。この芝桜を10
年以上にわたって１人で管理しているのが佐々木悦子さんです。
　きっかけは、当時、県道164号線の工事によって現在の場所に
スペースができ、もともと花を育てることが好きだった佐々木さ
んは、そのスペースを花壇として使いたいとの思いから始めたそ
うです。
　県から使用許可をもらい、工事をしていた業者の好意により必
要な土や石を譲り受け花壇の準備は整いましたが、花の種は自分
で購入して植えました。
　92歳となった今でも、天気が良ければ花壇の手入れに向かう
という佐々木さん。「花を育てることは楽しいし、その花を少し
でも多くの人に見てもらえたらうれしい。これからも元気なうち
は続けていきたい。」と、満面な笑顔でお話ししてくれました。

「福祉のお仕事」
を体験。夢に向
かう一生懸命さ
が伝わりました。

夢への第一歩を踏み出しました

中学生職場体験学習十文字
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心身共に豊かな生活を応援します
平寿苑 指定通所介護事業所平平平平寿苑 指平寿苑 指平寿苑 指指定通所介指定通所介指定通所介介護事業所介護事業所介護事業所

平寿苑の古関育男です。私が勤める「平寿苑デイサービス」は、外
を眺めると雄大な鳥海山が一望でき、中を見ると四季折々の可憐
な花々が咲く中庭があるなど、自然に囲まれ心安らぐ環境にあり
ます。
　この環境の中で、生活に必要な動作、体の機能の向上のため、
ご利用者の心身の状況に合わせた活動のほか、体の状況に応じた
入浴ができるお風呂などのサービスを提供させていただいています。

また、ご利用者の望む生活を応援するために、施設内外の研修に積極的
に職員が参加し、介護の質の向上や自己研鑽に励んでいます。

　自宅で閉じこもりがちになっていませんか？最近、大きな声で笑っていますか？体
の調子が悪いと悲観していませんか？住み慣れた自宅での暮らしがより豊かになりま
すよう、憩いと楽しみの場である「平寿苑デイサービス」にぜひお越しください。

■事業所名…横手市社会福祉
協議会 平寿苑 指定通所介
護事業所

■所 在 地…横手市平鹿町浅
舞字館廻353

■電　　話…38ー7011
■Ｆ Ａ Ｘ…38ー7012
■営 業 日…毎日（12／31
～1／3までを除く）

■営業時間…9:30～16:45
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ご応募ありがとうございました

次号の
テーマ

「健康」
スポーツの秋、食欲の秋に
ふさわしい「健康」にちな
んだ川柳を募集します。

【応募資格】市内在住の方ならどなたでも
【応募方法】作品（お１人様２点まで）
氏名、連絡先（可能な範囲で）をご記入
の上、ハガキや FAX、メールなどでご
応募ください（様式は問いません）。
なお、応募作品は返却いたしませんので
ご了承願います。
締切は８月31日（金）です。
【応 募 先】横手市社会福祉協議会 本
部 地域福祉課「ふくし川柳係」
　〒013－0072 横手市卸町５－10
　FAX：36－5388
　e-mail：tiiki@yokote-shakyo.jp
【広報掲載】寄せらせた作品の中から数
点を選考させていただき、作品、氏名等
を掲載いたします。
【そ の 他】募集川柳は原則５・７・５
音とします。ただし、多少の字余りや字
足らずは構いません。

募集要項作品お待ちしています！

　広報№23号で、作者のお名前に誤りがありまし
たので、訂正させていただきます。ご本人様には、
大変ご迷惑をお掛けしましたことを心よりお詫び申
し上げます。
　作品「ありがとう 互いに和む いい笑顔」
　作者　高 橋 須美江様（平鹿）
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※広報発行回数の関係上、紙面への掲載が遅れますことをご容赦願います。
※「善意」の受付は、横手市社会福祉協議会各福祉センター・施設で行っております。

◆開催日・場所　８月21日（火）横手市さかえ館［栄公民館］
　　　　　　　　８月23日（木）大雄福祉センター
　　　　　　　　８月28日（火）十文字ふれあい館
◆開催時間　午後１時 30 分～３時 30 分
◆内　　容　平成24年４月１日から改正された「介護保険制度」の内容や福祉サー

ビスの利用についての講話、介護の困りごとなどのご質問やご相談
等に対応いたします。

◆申し込み　最寄りの各福祉センターへ開催日の２日前までお申し込みください。
◆参 加 費　無　料
◆問合せ先　横手市社会福祉協議会本部地域福祉課 ☎36－5377

かいごの困りごと 解決のヒントにかいご教室の開催

ワンポイント
アドバイス

介護を必要とする方
が

自宅で入浴するとき
は？

□食事直後の入浴は避けましょう。
□入浴の前後にコップ１杯程度の水分補給をしましょう。
□ぬるめのお湯（37℃～39℃）に入浴しましょう。
□入浴前に、心臓に遠いところから「かけ湯」をしましょう。
□体を洗うときは、皮膚を傷つけないよう「手」で洗いましょう。
□石けんのつけすぎに注意しましょう。
□クーラーなどによる室内の温度差（冷やし過ぎ）に注意しましょう。

【横手福祉センター受付】
●横手介護ボランティアの会様
●㈲中野繊維様
●朗読ボランティア「まんさく」の会様
●村　上　　　陸様（寿　町）
●安　藤　詔　子様（上真山）
●齊　藤　フ　ミ様（大屋新町）
●佐々木　有　紀様（寿　町）
●佐　藤　良　子様（南　町）
●柴　田　昌　子様（大屋新町）
●横手市連合婦人会様
●佐々木　壽　一様（雄物川・柏木）
●大森女性コーラス様
●佐川舞踊交流一座様
●堀　江　茂　寿様（上　境）
●おはなし大好きの会様
●演歌クラブ様
●朝友会様
●黒　沢　昭　次様（旭　川）
●横手勤労者互助会女性部様
●金沢民謡同好会様
●新日本舞踊扇佳流優仙会様

【増田福祉センター受付】
●千　田　宏　二様（半助村）

【平鹿福祉センター受付】
●よねや浅舞店様

【雄物川福祉センター受付】
●荻　田　ヒサ子様（下桑木）
●佐々木　勇　吉様（横手・杉沢）
●坪　井　幸　子様（新　丁）
●雄物川地域老人クラブ連合会様

【大森福祉センター受付】
●芝桜フェスタチャリティ野点様

【十文字福祉センター受付】
●昭和12年十文字小学校
　　　　　 尋常科卒業生有志様

【山内福祉センター受付】
●鶴　田　ハ　ヤ様（中南郷）
●あたごキッズ様

【平寿苑受付】
●菊　地　　　実様（十文字・木下）
●柴　田　ヒ　デ様（吉　田）
●美容組合横手南支部様
●傾聴ボランティアささやき様

【雄水苑受付】
●五十嵐　浩　昭様（砂子田）
●四　関　久三郎様（常　野）
●安　藤　良　徳様（神奈川県）
●下　村　蔵之助様（沼　舘）
●島田書店様
●よこて市商工会女性部雄物川地区様
●傾聴ボランティアひまわり様
●浅舞感恩講保育園様
●雄物川地域老人クラブ連合会様
●亀　谷　くに子様（横手・平和町）
●大森保育園様

【憩寿園受付】
●神　原　　　實様（八兵エ丁）
●伊　藤　みゆき様（荊　島）
●JA秋田ふるさと
　　　女性部三重地区婦人会様
●JA秋田ふるさと
　　　助け合い組織ほのぼの会様
●吉　田　トミヱ様（学校通り）
●小　川　雅　也様（新　関）
●傾聴ボランティアささやき様
●スーパーモールラッキー
　　　　　　　イベント委員会様
●佐々木　　　仁様（栄　町）
●熊　谷　秋　夫様（梨　木）

【本部受付】
●秋田県消費者協会様

善意
ありがとうございました
（平成24年５月１日～６月30日受付分）
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社会福祉協議会は、住民の皆様の参加と関係機関・団体との協力により
「住みよい福祉のまちづくり」を進めていく民間の団体です。

横手市社会福祉協議会本部
横 手 福 祉 セ ン タ ー
増 田 福 祉 セ ン タ ー
平 鹿 福 祉 セ ン タ ー

TEL.36－5377
TEL.33－8668
TEL.45－4848
TEL.24－3283

雄 物 川 福 祉 セ ン タ ー
大 森 福 祉 セ ン タ ー
十 文 字 福 祉 セ ン タ ー
山 内 福 祉 セ ン タ ー

TEL.56－2072
TEL.26－3274
TEL.42－5858
TEL.53－3009

大 雄 福 祉 セ ン タ ー
特別養護老人ホーム平寿苑
特別養護老人ホーム雄水苑
特別養護老人ホーム憩寿園

TEL.52－3311
TEL.38－7011
TEL.22－4561
TEL.42－2510

●横手市市外局番 0182

横手市社協だより ●発行●横手市社会福祉協議会　〒013－0072横手市卸町5番10号　TEL.0182－36－5377　FAX.0182－36－5388
E-mail syakyou5@agata.plala.or.jp ホームページ http://www.yokote-shakyo.jp/

この広報に関するご意見ご感想をお待ちしております。

差し出す手 明るい日本の 道しるべ
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市内ショッピングセンターの化粧品販売スタッフによ
るボランティアグループ「イオンスーパーセンター つば

きスマイル」。“美容のプロ”たちが地域貢献活動の一環として、
市内老人福祉施設のご利用者等にお化粧をする活動を行っています。

　お化粧中は会話も弾み、ご利用者にとっては楽しいひと時となっているようですが、お化粧
が終わり鏡に映る自分を見て微笑む様子に、会員自身の心の癒しになっていると語ってくれま
した。

　また、明るく積極的になったご利用
者の様子を見て、そのご家族や施設の
職員からも大変喜ばれており、「化粧セ
ラピー」とも呼ばれるこの活動は、本
人だけではなく様々な面で効果がある
ようです。
　地元高校生やボランティアグループ
と合同によるボランティア活動をきっ
かけに始まった活動も今年で６年目と
なりました。「お顔も気持ちも笑顔にし
たい」、活動を始めた当時の想いを胸に、
これからも活動を続けていきます。

イオンスーパーセンターつばきスマイル

ふくしな
人たち

お顔も気持
ちも

笑顔で明る
く

なりますよう
に


